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は
じ
め
に

辺
塞
詩
と
は
︑
中
国
北
部
・
西
部
の
国
境
地
帯
に
題
材
を
取
り
︑
対
異
民

族
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
た
兵
士
の
悲
哀
や
勇
壮
を
詠
ん
だ
詩
で
︑
六
朝
︑
唐

の
時
代
に
多
く
作
ら
れ
た
︵
�
︶
︒
日
本
で
も
︑
早
く
は
﹃
懐
風
藻
﹄
に
載
る
藤
原

宇
合
﹁
奉
西
海
道
節
度
使
之
作
﹂
が
辺
境
地
帯
の
戦
闘
を
題
材
と
し
た
が
︵
�
︶
︑

辺
塞
詩
の
受
容
・
制
作
が
本
格
化
し
た
の
は
︑
盛
唐
詩
が
作
詩
の
規
範
と
さ

れ
た
近
世
中
期
︵
十
八
世
紀
︶
で
あ
り
︑
今
日
で
は
荻
生
徂
徠
の
一
門
に
よ

る
辺
塞
詩
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
︒

日
野
龍
夫
氏
は
︑
徂
徠
門
の
服
部
南
郭
の
詩
に
﹁
朱
子
学
的
な
拘
束
に

よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
て
い
た
︑
あ
る
ロ
ー
マ
ン
的
な
思
い
﹂
が
込
め
ら
れ
て
い

る
と
し
︑
南
郭
の
辺
塞
詩
﹁
塞
下
曲
﹂
に
つ
い
て
︑﹁
こ
れ
が
江
戸
時
代
の

中
期
の
日
本
の
現
実
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
︑
も
ち
ろ
ん
南

郭
自
身
だ
っ
て
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
﹂
と
︑
当
世
日
本
の
実
景
を
描
写
し
た

詩
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
︵
�
︶
︒
同
氏
は
︑
南
郭
は
辺
塞
詩
を
作
る
こ
と

で
︑﹁
卑
小
な
現
実
の
自
己
を
放
棄
し
︑
自
己
を
古
人
と
し
て
虚
構
す
る
こ

と
が
で
き
た
﹂︑
ま
た
﹁
現
実
の
遮
断
と
い
う
願
望
が
完
全
に
果
さ
れ
︑
古

人
と
な
っ
た
﹂
と
︑
辺
塞
詩
の
虚
構
性
を
強
調
さ
れ
た
︵
�
︶
︒
確
か
に
︑
太
平
の

世
で
作
ら
れ
た
辺
塞
詩
の
内
部
に
広
が
る
戦
闘
の
情
景
は
虚
構
で
あ
っ
た
︒

し
か
し
︑
近
世
日
本
で
作
ら
れ
た
辺
塞
詩
が
︑
常
に
﹁
現
実
﹂
を
﹁
遮
断
﹂

す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
︒
日
野
氏

も
︑
近
世
日
本
で
作
ら
れ
た
全
て
の
辺
塞
詩
で
は
な
く
︑
南
郭
の
詩
作
に
特

定
し
て
論
じ
ら
れ
た
︒

そ
も
そ
も
近
世
日
本
で
辺
塞
詩
を
作
り
始
め
た
の
は
︑
徂
徠
門
で
は
な
く

木
下
順
庵
門
下
︑
い
わ
ゆ
る
木
門
の
面
々
で
あ
っ
た
︒
杉
下
元
明
氏
が
﹁
元

禄
末
か
ら
宝
永
︑
蘐
園
派
が
進
む
べ
き
道
を
見
出
し
て
い
な
か
っ
た
時
期
に
︑

木
門
の
詩
人
た
ち
が
早
く
も
格
調
派
的
な
詩
を
作
っ
て
い
た
﹂
と
指
摘
さ
れ

た
通
り
︑
盛
唐
詩
の
模
倣
も
木
門
か
ら
始
ま
っ
た
︵
�
︶
︒

本
稿
で
は
︑
木
門
の
室
鳩
巣
︵
万
治
元
年
︿
一
六
五
八
﹀
～
享
保
十
九
年

︿
一
七
三
四
﹀︶
の
辺
塞
詩
を
取
り
上
げ
︑
近
世
中
期
日
本
に
お
け
る
辺
塞
詩
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の
具
体
的
な
制
作
方
法
と
︑
辺
塞
詩
が
作
ら
れ
た
意
味
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒

木
門
屈
指
の
詩
人
と
し
て
は
新
井
白
石
や
祇
園
南
海
が
想
起
さ
れ
よ
う
が
︑

木
門
の
中
で
も
最
も
厚
く
朱
子
学
を
奉
じ
︑
徂
徠
に
対
し
て
批
判
的
態
度
を

示
し
た
鳩
巣
は
︑
木
門
と
徂
徠
門
の
学
術
・
文
芸
の
共
通
点
と
相
違
点
を
明

ら
か
に
す
る
上
で
見
過
ご
せ
な
い
存
在
だ
と
言
え
る
︒

一
︑
木
門
に
お
け
る
辺
塞
詩
の
制
作
︱
︱
題
詠
と
盛
唐
詩
の
模
倣

元
禄
二
年
︵
一
六
八
九
︶︑
木
下
順
庵
に
入
門
し
て
い
た
十
四
歳
の
祇
園

南
海
は
︑﹁
辺
馬
有
帰
思
﹂︵
辺
馬
帰
思
有
り
︶
と
題
し
た
辺
塞
詩
を
同
門
の

先
輩
の
前
で
作
っ
て
み
せ
た
︒
詩
形
は
︑
対
句
の
構
成
力
が
試
さ
れ
る
七
言

律
詩
で
あ
る
︒
そ
の
詩
を
収
め
る
﹃
南
海
先
生
集
﹄︵
寛
政
七
年
︿
一
七
九

五
﹀
刊
︶
巻
三
に
は
︑
詩
題
注
に
﹁
余
時
年
十
四
︑
源
白
石
︑
南
南
山
︑
松

霞
沼
︑
原
篁
洲
︑
与
会
雨
伯
陽
寓
居
同
賦
﹂︵
余
時
に
年
十
四
︑
源
白
石
︑

南
南
山
︑
松
霞
沼
︑
原
篁
洲
︑
与
に
雨
伯
陽
の
寓
居
に
会
し
て
同
じ
く
賦

す
︶
と
あ
り
︑
新
井
白
石
︑
南
部
南
山
︑
松
浦
霞
沼
︑
榊
原
篁
洲
︑
雨
森
芳

洲
が
集
う
場
で
共
に
作
詩
し
た
こ
と
が
分
か
る
︒
詩
注
に
引
用
さ
れ
る
白
石

の
﹁
其
詩
雄
渾
悲
壮
︑
足
以
卜
後
来
可
任
斯
文
也
﹂︵
其
の
詩
雄
渾
悲
壮
に

し
て
︑
以
て
後
来
斯
文
を
任
ず
べ
き
を
卜
す
る
に
足
る
な
り
︶
と
の
評
で
は
︑

完
成
度
の
高
い
辺
塞
詩
を
作
っ
た
南
海
が
︑
学
問
の
道
に
お
い
て
将
来
有
望

と
見
做
さ
れ
て
い
る
︒

言
う
ま
で
も
な
く
︑
十
四
歳
の
南
海
は
実
体
験
に
基
づ
き
辺
塞
詩
を
詠
ん

だ
の
で
は
な
い
︒
詩
題
の
﹁
辺
馬
有
帰
思
﹂
は
︑
王
讃
﹁
雑
詩
﹂︵﹃
文
選
﹄

︹
寛
永
二
年
︿
一
六
二
五
﹀
刊
︺
巻
二
十
九
︶
の
﹁
朔
風
動
秋
草
︑
辺
馬
有

帰
心
﹂︵
朔
風
秋
草
を
動
か
し
︑
辺
馬
帰
る
心
有
り
︶
と
︑
北
風
が
吹
く
と

胡
馬
が
北
方
の
故
郷
を
恋
し
が
る
︑
と
い
う
情
景
に
基
づ
く
︒
南
海
の
詩
は

第
三
句
﹁
胡
塵
四
起
風
悲
塞
﹂︵
胡
塵
四よ

も

に
起
り
て
風
は
塞
に
悲
し
ま
し
む
︶

に
風
︑
第
八
句
﹁
何
日
華
山
休
戦
還
﹂︵
何
れ
の
日
か
華
山
戦
を
休
め
て
還

ら
ん
︶
に
望
郷
の
念
を
詠
み
︑
第
五
句
で
﹁
却
恨
曾
逢
伯
楽
顧
﹂︵
却
つ
て

恨
む
曾
て
伯
楽
の
顧
に
逢
は
ん
こ
と
を
︶
と
︑
名
馬
を
見
分
け
る
達
人
で

あ
っ
た
伯
楽
の
故
事
を
引
き
︑
主
君
に
才
能
を
認
め
ら
れ
て
戦
地
に
送
り
込

ま
れ
た
兵
士
の
辛
苦
を
使
役
さ
れ
る
馬
に
な
ぞ
ら
え
て
表
現
し
て
い
る
︒
南

海
は
︑
詩
題
に
沿
っ
た
作
詩
︑
す
な
わ
ち
題
詠
を
行
っ
た
の
で
あ
る
︒

近
世
日
本
で
は
題
詠
詩
と
し
て
辺
塞
詩
が
作
ら
れ
︑
木
門
も
例
外
で
は
な

か
っ
た
︒
白
石
の
辺
塞
詩
﹁
鶴
楼
会
賦
辺
城
秋
﹂︵﹃
白
石
先
生
余
稿
﹄︹
享

保
二
十
年
︿
一
七
三
五
﹀
刊
︺
巻
二
︑
五
言
古
詩
︶
は
︑
益
田
鶴
楼
の
催
し

た
宴
会
で
﹁
辺
城
の
秋
﹂
の
題
に
沿
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
︒﹁
辺

塞
﹂
の
分
類
は
︑
木
門
で
参
照
さ
れ
た
﹃
円
機
活
法
﹄
巻
五
︑﹃
瀛
奎
律
髄
﹄

巻
下
︑﹃
杜
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
﹄
巻
三
な
ど
の
詩
学
書
・
詩
集
に
見
ら

れ
る
︵
	
︶
︒﹁
辺
塞
﹂
は
題
詠
詩
の
主
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
っ
た
︒

ま
た
木
門
の
辺
塞
詩
は
︑
概
ね
盛
唐
詩
の
模
倣
で
あ
る
︒
白
石
が
享
保
年

間
に
仙
台
の
佐
久
間
洞
巌
に
宛
て
た
書
簡
に
基
づ
く
作
詩
指
南
書
﹃
白
石
先

生
詩
範
﹄︵
天
明
二
年
︿
一
七
八
二
﹀
跋
刊
︑﹃
日
本
詩
話
叢
書
﹄
第
一
巻
参

照
︶
に
は
︑﹁
詩
ハ
近
来
ハ
唐
詩
ヲ
カ
ラ
モ
朝
鮮
モ
コ
ナ
タ
モ
同
ジ
ク
学
ビ

候
︒
唐
ニ
テ
初
唐
盛
唐
ノ
詩
ヲ
諸
体
共
ニ
ヒ
タ
ト
見
候
テ
︑
ソ
ラ
ニ
覚
エ
候

テ
﹂
と
︑
近
頃
の
唐
土
・
朝
鮮
・
日
本
で
唐
詩
が
作
詩
の
規
範
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
︒
初
唐
・
盛
唐
の
詩
を
暗
記
す
れ
ば
︑﹁
似
申
ス
ヤ
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ウ
ニ
覚
エ
︑
句
調
ヨ
ク
ウ
ツ
リ
候
テ
﹂︑
ま
た
﹁
平
生
ニ
胸
中
ニ
唐
詩
ミ
チ

ミ
チ
候
テ
有
之
候
得
バ
︑
ソ
ノ
性
情
ノ
流
レ
出
候
時
ニ
︑
カ
ノ
胸
中
ノ
唐
詩

ノ
中
ヲ
通
リ
候
テ
出
候
間
︑
イ
ヅ
コ
ト
モ
ナ
ク
唐
詩
ノ
風
味
有
之
モ
ノ
ニ

候
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
自
ず
と
唐
詩
に
似
た
詩
が
作
れ
る
︒
こ
れ
は
厳
羽

﹃
滄
浪
詩
話
﹄︵﹃
詩
人
玉
屑
﹄
巻
一
︑
以
下
同
様
︶
の
﹁
取
盛
唐
諸
名
家
詩

醞
藉
胸
中
︒
久
之
自
然
悟
入
﹂︵
盛
唐
諸
名
家
の
詩
を
取
つ
て
胸
中
に
醞
藉

せ
よ
︒
之
を
久
し
う
し
て
自
然
に
悟
入
せ
ん
︶
と
の
記
述
を
踏
ま
え
た
作
詩

法
で
あ
ろ
う
︒
白
石
は
﹁
李
杜
ノ
詩
ノ
︑
六
朝
ノ
衆
ノ
詩
ニ
イ
キ
ウ
ツ
シ
ナ

ル
句
調
︑
詩
体
︑
イ
カ
ホ
ド
モ
イ
カ
ホ
ド
モ
有
之
事
ニ
候
﹂
と
記
し
︑
か
の

李
白
や
杜
甫
の
詩
に
も
︑
六
朝
詩
を
模
倣
し
た
作
品
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し

た
︒唐

詩
を
学
ぶ
上
で
基
本
と
な
る
詩
集
と
し
て
白
石
が
挙
げ
る
の
は
﹃
唐
詩

訓
解
﹄
で
あ
る
︒﹁
我
等
ハ
ワ
カ
キ
衆
ヘ
唐
詩
訓
解
︑
文
章
規
範
覚
エ
ラ
レ

候
ヘ
ト
申
ヨ
リ
外
他
語
ハ
無
之
事
ニ
候
︒
是
ヲ
過
候
上
ハ
︑
其
人
々
ノ
自
得

ニ
有
ベ
ク
候
﹂
と
︑﹃
唐
詩
訓
解
﹄
を
暗
記
す
る
こ
と
か
ら
始
め
︑
そ
の
後

は
各
自
で
学
習
を
進
め
る
べ
き
だ
と
あ
る
︒﹃
唐
詩
訓
解
﹄
は
︑
有
木
大
輔

氏
が
考
究
さ
れ
た
よ
う
に
︑
明
末
の
万
暦
四
十
六
年
︵
一
六
一
八
︶
に
刊
行

さ
れ
た
︒﹃
寛
文
無
刊
記
書
籍
目
録
﹄
と
﹃
元
禄
九
年
書
籍
目
録
大
全
﹄
に

書
名
が
載
り
︑
遅
く
と
も
寛
文
年
間
︵
一
六
六
〇
年
代
︶
に
は
和
刻
本
が
流

通
し
て
い
た
︒
書
肆
は
︑
禅
書
・
漢
籍
の
出
版
で
知
ら
れ
た
京
都
の
老
舗
田

原
仁
左
衛
門
・
勘
兵
衛
両
家
︵
屋
号
は
文
林
軒
︶
で
︑
版
に
は
仁
左
衛
門
本

と
勘
兵
衛
本
の
二
種
が
あ
る
︵
�
︶
︒
所
収
の
詩
は
辺
塞
詩
を
含
む
盛
唐
詩
が
中
心

で
︑
そ
の
大
部
分
が
︑
享
保
︵
一
七
二
〇
年
代
︶
以
降
︑﹃
唐
詩
訓
解
﹄
を

排
除
し
な
が
ら
世
に
大
流
行
す
る
こ
と
と
な
る
﹃
唐
詩
選
﹄
と
共
通
す
る
︒

両
書
の
和
刻
本
の
最
大
の
違
い
は
︑﹃
唐
詩
訓
解
﹄
が
原
刊
本
の
注
を
全
て

載
せ
る
の
に
対
し
︑﹃
唐
詩
選
﹄
で
は
全
て
の
注
が
省
略
さ
れ
た
点
で
あ
る
︒

南
海
の
詩
を
白
石
は
﹁
雄
渾
悲
壮
﹂
と
評
し
た
︒
こ
れ
は
厳
羽
﹃
滄
浪
詩

話
﹄
に
﹁
詩
之
品
有
九
︒
曰
高
︑
曰
古
︑
曰
深
︑
曰
遠
︑
曰
長
︑
曰
雄
渾
︑

曰
飄
逸
︑
曰
悲
壮
︑
曰
凄
婉
﹂︵
詩
の
品
九
つ
有
り
︒
曰
く
高
︑
曰
く
古
︑

曰
く
深
︑
曰
く
遠
︑
曰
く
長
︑
曰
く
雄
渾
︑
曰
く
飄
逸
︑
曰
く
悲
壮
︑
曰
く

凄
婉
︶
と
あ
る
記
述
を
踏
ま
え
る
︒
こ
の
箇
所
を
含
む
﹃
滄
浪
詩
話
﹄
の
記

述
は
﹃
唐
詩
訓
解
﹄︵
仁
左
衛
門
本
︶
首
巻
の
﹁
読
唐
詩
評
﹂
に
抄
出
さ
れ

て
お
り
︑
同
選
集
が
盛
唐
の
格
調
詩
を
貴
ぶ
価
値
基
準
の
も
と
に
編
ま
れ
た

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒
編
者
が
李
攀
龍
︑
校
正
者
が
袁
宏
道
と
の

怪
し
い
素
性
の
詩
集
と
は
い
え
︑
近
世
日
本
に
お
け
る
盛
唐
詩
の
模
倣
は
︑

ま
ず
木
門
で
︑﹃
唐
詩
訓
解
﹄
を
規
範
と
し
て
開
始
さ
れ
た
︒
白
石
が
鳩
巣

に
宛
て
た
書
簡
で
も
︑﹃
唐
詩
訓
解
﹄
と
詩
論
書
﹃
詩
人
玉
屑
﹄
を
参
照
す

る
箇
所
が
あ
り
︑
両
人
が
両
書
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︵
�
︶
︒

二
︑
室
鳩
巣
の
辺
塞
詩
︱
︱
﹃
唐
詩
訓
解
﹄
の
利
用

詩
題
と
内
容
か
ら
厳
密
に
判
断
す
る
と
︑
鳩
巣
の
辺
塞
詩
と
し
て
は
︑
宝

永
三
年
︵
一
七
〇
六
年
︶︑
四
十
九
歳
の
時
の
作
と
思
し
い
﹁
従
軍
行
﹂
と

﹁
塞
下
曲
﹂︑
及
び
そ
の
十
年
後
の
享
保
元
年
︵
一
七
一
六
年
︶
作
と
思
し
い

﹁
塞
外
客
意
﹂
の
合
計
三
首
が
伝
わ
る
︒
制
作
年
は
﹃
鳩
巣
先
生
文
集
﹄
の

配
列
か
ら
推
定
し
た
︒
辺
塞
詩
特
有
の
語
を
部
分
的
に
用
い
る
詩
は
他
に
も

あ
る
が
︑
純
粋
に
辺
境
の
戦
場
を
詠
ん
だ
詩
は
︑
上
記
三
首
に
限
定
さ
れ
る
︒
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白
石
が
﹁
入
塞
曲
﹂︵﹃
白
石
詩
草
﹄︶︑﹁
辺
城
秋
﹂︑﹁
辺
城
曲
﹂︵﹃
白
石
先

生
余
稿
﹄
巻
一
︶︑﹁
辺
城
秋
﹂︑﹁
送
従
軍
人
傚
人
﹂︑﹁
辺
城
曲
﹂︑﹁
従
軍
遊

猟
﹂︑﹁
鶴
楼
会
賦
辺
城
秋
﹂︵
同
上
巻
二
︶︑
南
海
が
﹁
辺
馬
有
帰
思
﹂︑﹁
隴

頭
水
﹂︵﹃
南
海
先
生
集
﹄︶︑﹁
隴
頭
水
﹂︑﹁
胡
笳
曲
﹂︑﹁
従
軍
行
﹂︑﹁
揮
戈

万
里
征
﹂︑﹁
晨
征
聴
暁
鴻
﹂︵﹃
一
夜
百
首
﹄︶︑﹁
従
戎
曲
﹂︑﹁
入
塞
曲
﹂︑

﹁
辺
城
将
﹂︵﹃
一
夜
百
首
﹄
後
題
百
詠
︶︑
徂
徠
が
﹁
辺
馬
有
帰
心
﹂︑﹁
出

塞
﹂︑﹁
出
城
門
﹂︑﹁
従
軍
行
﹂︑﹁
辺
城
落
日
﹂︑﹁
涼
州
曲
﹂︑﹁
塞
上
曲
分
得

南
字
﹂︵﹃
徂
徠
集
﹄︶
と
い
っ
た
辺
塞
詩
を
制
作
し
た
の
に
比
べ
れ
ば
︑
鳩

巣
の
辺
塞
詩
は
少
な
い
︒﹁
中
秋
﹂
を
題
に
含
む
鳩
巣
の
詩
が
四
十
首
以
上

伝
わ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
︑
鳩
巣
は
辺
塞
詩
を
闇
雲
に
は
作
ら
な
か
っ
た
と

言
え
よ
う
︒

鳩
巣
の
﹁
従
軍
行
﹂
と
﹁
塞
下
曲
﹂
は
︑
写
本
一
冊
と
刊
本
二
点
に
収
録

さ
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
︒
写
本
は
既
に
杉
下
元
明
氏
︵
前
掲
論
考
︶
が
紹
介

さ
れ
た
﹃
秋
興
八
首
雑
題
拾
五
首
﹄︵
書
写
年
不
詳
︑
東
京
都
立
中
央
図
書

館
加
賀
文
庫
蔵
︑
書
名
は
元
表
紙
の
外
題
に
拠
る
︶
で
︑
白
石
の
批
評
と
と

も
に
︑﹁
秋
興
八
首
﹂︵
七
言
律
詩
︶
と
﹁
古
題
拾
五
首
﹂︵
五
言
律
詩
︶
の

合
計
二
十
三
首
の
鳩
巣
の
詩
を
収
め
る
︒
辺
塞
詩
二
首
は
﹁
古
題
拾
五
首
﹂

の
冒
頭
二
首
で
あ
る
︒
元
表
紙
に
﹁
宝
永
丙
戌
六
月
下
澣
﹂︵
丙
戌
は
宝
永

三
年
︿
一
七
〇
六
﹀︶
と
の
墨
書
が
あ
る
︒﹃
鳩
巣
先
生
文
集
﹄
の
配
列
に

拠
っ
て
推
定
す
る
と
︑﹁
古
題
拾
五
首
﹂
の
制
作
年
は
宝
永
三
年
で
あ
る
が
︑

﹁
秋
興
八
首
﹂
の
制
作
時
期
は
元
禄
十
五
年
︵
一
七
〇
二
︶
の
中
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
で
あ
る
︒

﹁
古
題
拾
五
首
﹂
の
残
り
の
十
三
首
︵﹁
関
山
月
﹂︑﹁
折
楊
柳
﹂︑﹁
梅
花

落
﹂︑﹁
西
宮
愁
怨
﹂︑﹁
秋
閨
怨
﹂︑﹁
古
別
離
﹂︑﹁
行
路
難
﹂︑﹁
観
猟
﹂︑﹁
白

鷺
﹂︑﹁
胡
馬
﹂︑﹁
宝
剣
﹂︑﹁
擣
衣
﹂︑﹁
聞
笛
﹂︶
は
︑
辺
塞
詩
と
関
連
の
深

い
宮
閨
詩
︑
あ
る
い
は
辺
塞
の
情
景
や
事
物
な
ど
を
部
分
的
に
取
り
込
ん
だ

詩
で
あ
る
︒
連
作
全
て
が
題
詠
詩
で
︑
辺
境
に
従
軍
す
る
夫
と
︑
そ
の
帰
還

を
待
つ
妻
の
心
情
を
詠
む
と
い
う
︑
ま
さ
し
く
盛
唐
詩
ら
し
い
趣
向
で
貫
か

れ
て
い
る
︒﹁
古
題
拾
五
首
﹂
の
内
︑
ま
ず
﹁
行
路
難
﹂︑﹁
観
猟
﹂︑﹁
塞
下

曲
﹂
の
三
首
が
新
井
白
石
編
﹃
停
雲
集
﹄︵
享
保
三
年
︿
一
七
一
八
﹀
刊
︶

に
収
録
さ
れ
︑
次
い
で
全
十
五
首
が
﹃
鳩
巣
先
生
文
集
﹄
前
編
︵
宝
暦
十
一

年
︿
一
七
六
一
﹀
刊
︶
巻
五
に
収
録
さ
れ
た
︒
配
列
と
一
部
の
字
句
に
異
同

が
あ
る
が
︑﹁
従
軍
行
﹂
と
﹁
塞
下
曲
﹂
の
字
句
に
異
同
は
無
い
︒﹃
秋
興
八

首
雑
題
拾
五
首
﹄
の
配
列
順
に
︑
二
首
続
け
て
掲
出
す
る
︒

従
軍
行

万
幕
平
沙
上

万
幕

平
沙
の
上

轅
門
落
日
曛

轅
門

落
日
曛く

る

龍
城
胡
騎
出

龍
城

胡
騎
出
で
て

魚
海
漢
軍
分

魚
海

漢
軍
分
か
る

鳴
鼓
連
遼
水

鳴
鼓

遼
水
に
連
な
り

高
旗
巻
隴
雲

高
旗

隴
雲
を
巻
く

何
時
清
朔
漠

何
れ
の
時
か
朔
漠
を
清
め
て

帰
去
報
明
君

帰
り
去
つ
て
明
君
に
報
い
ん

︵
五
言
律
詩
︑
仄
起
式
︑
上
平
声
十
二
文
韻
︹
曛
・
分
・
雲
・
君
︺︶
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塞
下
曲

八
月
秋
霜
下

八
月
秋
霜
下
つ
て

鉄
衣
更
覚
寒

鉄
衣
更
に
寒
き
を
覚
ゆ

馬
鳴
沙
草
短

馬
鳴
い
て
沙
草
短
く

人
渇
井
泉
乾

人
渇
い
て
井
泉
乾
く

烽
火
焼
雲
尽

烽
火

雲
を
焼
い
て
尽
き

笛
声
吐
月
残

笛
声

月
を
吐
い
て
残
る

欲
知
酬
国
日

国
に
酬
ゆ
る
日
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば

須
我
斬
楼
蘭

我
が
楼
蘭
を
斬
る
を
須
て

︵
五
言
律
詩
︑
仄
起
式
︑
上
平
声
十
四
寒
韻
︹
寒
・
乾
・
残
・
蘭
︺︶

二
首
の
大
意
を
示
す
と
︑﹁
従
軍
行
﹂
は
︑
広
大
な
砂
漠
の
傍
ら
に
︑
お

び
た
だ
し
い
数
の
テ
ン
ト
が
立
ち
並
び
︑
軍
営
の
門
に
夕
日
が
落
ち
て
い
く
︒

龍
城
か
ら
匈
奴
の
騎
兵
隊
が
出
て
︑
魚
海
︵
蒙
古
の
地
︶
に
漢
軍
の
姿
が

く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
る
︒
太
鼓
の
鳴
る
音
は
遼
水
の
ど
こ
ま
で
も
響
き

渡
り
︑
高
く
揚
が
る
旗
は
隴
山
の
雲
を
巻
い
て
翻
る
︒
い
つ
に
な
れ
ば
︑
北

方
の
砂
漠
を
一
掃
し
︑
帰
還
し
て
英
明
な
主
君
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
︑
と
い
う
も
の
︒
次
の
﹁
塞
下
曲
﹂
は
︑
八
月
に
秋
の
霜
が
下
り
︑

鎧
を
着
け
て
い
る
と
い
よ
い
よ
寒
さ
を
感
じ
る
︒
馬
は
鳴
く
が
︑
砂
地
に
生

え
た
草
は
短
く
︑
人
は
渇
い
て
い
る
が
︑
井
戸
は
乾
涸
び
て
い
る
︒
の
ろ
し

は
雲
を
焼
い
て
尽
き
︑
笛
の
音
に
月
が
あ
ら
わ
れ
余
韻
が
残
る
︒
国
に
報
い

る
日
が
知
り
た
け
れ
ば
︑
俺
が
楼
蘭
の
王
の
首
を
取
る
の
を
待
っ
て
お
れ
︑

と
い
う
︒
苛
酷
な
辺
境
の
地
で
苦
戦
し
て
も
︑
主
君
と
祖
国
の
た
め
に
命
懸

け
で
戦
う
兵
士
の
心
情
が
表
現
さ
れ
る
︒﹁
漢
軍
﹂
と
西
域
の
異
民
族
国
家

﹁
楼
蘭
﹂
へ
の
言
及
が
あ
り
︑
二
首
と
も
漢
代
の
匈
奴
征
伐
を
意
識
す
る
︒

二
首
に
用
い
ら
れ
る
字
句
の
多
く
が
﹃
唐
詩
訓
解
﹄
所
収
の
詩
と
共
通
し

て
お
り
︑
鳩
巣
が
同
書
の
暗
記
と
模
倣
に
よ
っ
て
作
詩
し
た
こ
と
が
窺
え
る
︒

以
下
︑
該
当
句
を
抄
出
す
る
︵
傍
線
筆
者
︑
以
下
同
様
︶︒﹁
従
軍
行
﹂
と
字

句
が
共
通
す
る
の
は
︑
杜
甫
﹁
後
出
塞
﹂︵
巻
一
︶
の
﹁
平
沙
列
万
幕
﹂︵
平

沙
万
幕
を
列
ね
︶︑
岑
参
﹁
封
大
夫
破
播
仙
凱
歌
﹂
其
二
︵
巻
七
︶
の
﹁
日

落
轅
門
鼓
角
鳴
︑
千
群
面
縛
出
蕃
城
︒
洗
兵
魚
海
雲
迎
陣
︑
秣
馬
龍
堆
月
照

営
﹂︵
日
落
ち
て
轅
門
鼓
角
鳴
り
︑
千
群
面
縛
し
て
蕃
城
を
出
づ
︒
兵
を
洗

ふ
魚
海
雲
陣
を
迎
へ
︑
馬
を
秣
ふ
龍
堆
月
営
を
照
ら
す
︶︑
楊
炯
﹁
従
軍
行
﹂

︵
巻
三
︶
の
﹁
鉄
騎
遶
龍
城
﹂︵
鉄
騎
龍
城
を
遶
る
︶︑
杜
甫
﹁
吹
笛
﹂︵
巻

五
︶
の
﹁
胡
騎
中
宵
堪
北
走
﹂︵
胡
騎
中
宵
北
走
す
る
に
堪
ふ
︶︑
李
白
﹁
侍

従
遊
宿
温
泉
宮
﹂︵
巻
三
・
李
白
﹁
塞
下
曲
﹂
注
︶
の
﹁
霓
旌
巻
夜
雲
﹂︵
霓

旌
夜
雲
を
巻
く
︶︑
李
白
﹁
子
夜
呉
歌
﹂︵
巻
一
︶
の
﹁
何
日
平
胡
虜
﹂︵
何

れ
の
日
か
胡
虜
を
平
ら
げ
て
︶︑
駱
賓
王
﹁
宿
温
城
望
軍
営
﹂︵
巻
四
︶
の

﹁
沙
明
楚
練
分
﹂・﹁
還
応
雪
漢
恥
︑
持
此
報
明
君
﹂︵
沙
明
ら
か
に
し
て
楚
練

分
か
る
・
還
つ
て
応
に
漢
の
恥
を
雪
ぎ
︑
此
れ
を
持
し
て
明
君
に
報
ず
べ

し
︶
な
ど
で
あ
る
︒

﹁
塞
下
曲
﹂
と
字
句
が
共
通
す
る
の
は
︑
高
適
﹁
燕
歌
行
﹂︵
巻
二
︶
の

﹁
鉄
衣
遠
戍
辛
勤
久
﹂︵
鉄
衣
遠
く
戍
り
て
辛
勤
久
し
︶︑
杜
甫
﹁
後
出
塞
﹂

︵
巻
一
︶
の
﹁
馬
鳴
風
蕭
蕭
﹂︵
馬
鳴
い
て
風
蕭
蕭
た
り
︶︑
高
適
﹁
使
青
夷

軍
入
居
庸
﹂︵
巻
三
︶
の
﹁
渓
冷
泉
声
苦
︑
山
空
木
葉
乾
﹂︵
渓
冷
に
し
て
泉

声
苦
し
み
︑
山
空
に
し
て
木
葉
乾
く
︶︑
楊
炯
﹁
従
軍
行
﹂︵
巻
三
︶
の
﹁
烽
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火
照
西
京
﹂︵
烽
火
西
京
を
照
ら
し
︶︑
釈
皎
然
﹁
塞
下
曲
﹂︵
巻
七
︶
の

﹁
胡
人
吹
入
笛
声
来
﹂︵
胡
人
吹
い
て
笛
声
に
入
れ
来
た
る
︶︑
張
仲
素
﹁
塞

下
曲
﹂
其
二
︵
巻
七
︶
の
﹁
直
斬
楼
蘭
報
国
恩
﹂︵
直
ち
に
楼
蘭
を
斬
つ
て

国
恩
に
報
ぜ
ん
︶
で
あ
る
︒

﹃
秋
興
八
首
雑
題
拾
五
首
﹄
で
︑
白
石
が
鳩
巣
の
辺
塞
詩
二
首
に
与
え
た

批
評
を
確
認
す
る
と
︑
字
句
の
用
法
︑
辺
塞
詩
ら
し
さ
の
追
求
な
ど
に
関
心

が
向
け
ら
れ
て
お
り
︑
盛
唐
詩
の
再
現
に
苦
心
し
︑
熱
中
し
た
様
が
窺
え
る
︒

﹁
従
軍
行
﹂
に
つ
い
て
は
︑
第
一
・
二
・
三
・
四
・
六
句
の
各
字
に
圏
点
が

付
さ
れ
高
く
評
価
さ
れ
る
︒
但
し
第
六
句
に
つ
い
て
は
︑﹁
高
﹂・﹁
旗
﹂・

﹁
隴
﹂・﹁
雲
﹂
の
字
は
互
い
に
﹁
縁
﹂
が
あ
り
上
手
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
︑

﹁
連
ノ
字
捲
ノ
字
響
の
様
不
被
存
候
間
︑
御
改
も
御
子
細
も
可
有
之
哉
と
存

候
﹂
と
︑﹁
巻
﹂
の
字
が
第
五
句
の
﹁
連
﹂
と
満
足
な
対
を
成
さ
な
い
こ
と

が
指
摘
さ
れ
︑
改
変
が
勧
め
ら
れ
る
︒
詩
全
体
に
つ
い
て
白
石
は
﹁
従
老
杜

得
来
﹂︵
老
杜
よ
り
得
来
た
る
︶
と
記
し
︑
杜
甫
に
学
ん
だ
詩
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
︒
ま
た
﹁
塞
下
曲
﹂
に
つ
い
て
は
︑
第
三
・
四
句
に
圏
点
を
付

し
︑
特
に
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
無
い
と
し
な
が
ら
も
︑
全
篇
が
﹁
苦
戦
﹂
一

色
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
︑﹁
如
此
之
作
ハ
悲
壮
雄
壮
の
間
に
得
候
様
ニ
仕

度
事
に
て
候
﹂
と
︑﹁
悲
壮
﹂
と
﹁
雄
壮
﹂
の
中
間
を
目
指
す
よ
う
助
言
し

て
い
る
︒

ま
た
享
保
元
年
︵
一
七
一
六
年
︶
作
と
思
わ
れ
る
鳩
巣
の
三
首
目
の
辺
塞

詩
﹁
塞
外
客
意
﹂︵﹃
鳩
巣
先
生
文
集
﹄
後
編
︹
宝
暦
十
三
年
︿
一
七
六
三
﹀

刊
︺
巻
四
︶
は
︑
押
韻
に
同
じ
韻
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
︑
語
句
や
趣

向
の
上
で
﹁
塞
下
曲
﹂
と
共
通
点
が
多
い
︒
こ
れ
も
題
詠
詩
で
︑
文
集
で
直

前
に
配
置
さ
れ
る
閨
怨
詩
﹁
江
南
別
意
﹂
と
一
緒
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ

る
︒

塞
外
客
意

八
月
秋
風
河
水
寒

八
月
秋
風
河
水
寒
し

孤
城
寄
在
白
雲
端

孤
城
寄
つ
て
白
雲
の
端
に
在
り

草
衰
塞
上
胡
笳
動

草
衰
へ
て

塞
上

胡
笳
動
き

雁
度
楼
頭
漢
月
残

雁
度
つ
て

楼
頭

漢
月
残
る

烽
火
纔
飛
千
騎
合

烽
火
纔
か
に
飛
ん
で

千
騎
合
し

郷
書
一
到
万
人
看

郷
書
一
た
び
到
つ
て

万
人
看
る

年
年
征
戍
空
皮
骨

年
年
征
戍
空
し
く
皮
骨

懶
向
故
国
説
旧
歓

故
国
に
向
か
ひ
て
旧
歓
を
説
く
こ
と
を
懶
る

︵
七
言
律
詩
︑
仄
起
式
︑
上
平
声
十
四
寒
韻
︹
寒
・
端
・
残
・
看
・
歓
︺︶

久
し
く
祖
国
と
連
絡
を
取
っ
て
い
な
い
こ
と
を
言
う
第
八
句
に
は
︑
単
な

る
望
郷
の
念
と
い
う
よ
り
は
︑
未
だ
報
告
で
き
る
よ
う
な
勝
利
を
収
め
て
い

な
い
後
ろ
め
た
さ
が
込
め
ら
れ
て
お
り
︑
先
の
二
首
と
似
て
︑
何
と
し
て
で

も
自
身
の
主
君
や
国
に
報
い
よ
う
と
す
る
気
概
が
表
現
さ
れ
て
い
る
︒﹁
漢

月
﹂
と
あ
る
た
め
︑
こ
の
詩
も
漢
代
の
辺
塞
を
意
識
す
る
︒
使
用
さ
れ
て
い

る
語
句
も
︑
多
く
が
﹃
唐
詩
訓
解
﹄
所
収
の
辺
塞
詩
と
共
通
す
る
︒
首
聯
を

例
に
見
る
と
︑
厳
武
﹁
軍
城
早
秋
﹂︵
巻
七
︶
の
﹁
昨
夜
秋
風
入
漢
関
﹂︵
昨

夜
秋
風
漢
関
に
入
る
︶︑
王
昌
齢
﹁
出
塞
行
﹂︵
巻
七
︶
の
﹁
黄
河
水
流
無
尽

時
﹂︵
黄
河
水
流
れ
て
尽
く
る
時
無
し
︶︑
王
之
渙
﹁
涼
州
詞
﹂︵
巻
七
︶﹁
黄
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河
遠
上
白
雲
間
︑
一
片
孤
城
万
仞
山
﹂︵
黄
河
遠
く
上
る
白
雲
の
間
︑
一
片

の
孤
城
万
仞
の
山
︶
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

三
︑
盛
唐
詩
と
時
事
︱
︱
﹁
詩
史
﹂
と
呼
ば
れ
た
杜
甫

先
に
見
た
通
り
︑
白
石
は
鳩
巣
の
﹁
従
軍
行
﹂
を
批
評
し
て
︑
殊
更
に

﹁
老
杜
﹂
す
な
わ
ち
杜
甫
か
ら
の
影
響
を
指
摘
し
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
杜
甫
か

ら
の
明
ら
か
な
字
句
の
借
用
が
あ
る
の
は
第
一
句
の
み
で
あ
る
︒
白
石
の
指

摘
は
︑
字
句
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
︒
白
石
や
鳩
巣
が
杜

甫
の
辺
塞
詩
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
探
る
べ
く
︑﹃
唐
詩
訓
解
﹄

の
注
を
見
て
み
よ
う
︒

杜
甫
﹁
後
出
塞
﹂
の
詩
題
注
に
は
︑﹁
乾
元
時
在
秦
州
思
天
宝
間
事
作
﹂

︵
乾
元
の
時
秦
州
に
在
り
て
天
宝
間
の
事
を
思
ひ
て
作
る
︶
と
あ
り
︑
杜
甫

が
乾
元
年
間
︵
七
五
八
︱
七
六
〇
︶
に
︑
数
年
前
の
安
禄
山
の
乱
︵
天
宝
十

四
年
︿
七
五
五
﹀︶
を
思
い
起
こ
し
て
作
詩
し
た
と
す
る
説
が
採
ら
れ
て
い

る
︒
詩
の
最
終
句
で
﹁
恐
是
霍
嫖
姚
﹂︵
恐
ら
く
は
是
れ
霍
嫖
姚
な
ら
ん
︶

と
︑
軍
を
統
率
す
る
﹁
大
将
﹂
が
漢
代
の
武
将
︑
霍
去
病
に
見
立
て
ら
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
︑
詩
注
に
は
﹁
得
非
漢
之
嫖
姚
耶
︒
則
亦
内
寵
鄙
臣
耳
︒
此

蓋
為
禄
山
発
也
﹂︵
漢
の
嫖
姚
に
非
ざ
る
こ
と
を
得
ん
や
︒
則
ち
亦
た
内
寵

の
鄙
臣
の
み
︒
此
れ
蓋
し
禄
山
が
為
に
発
す
る
な
り
︶
と
︑
玄
宗
に
寵
愛
さ

れ
た
ば
か
り
に
力
を
つ
け
反
乱
を
起
こ
し
た
安
禄
山
か
ら
の
連
想
で
︑
同
じ

く
寵
愛
を
受
け
て
勢
力
を
伸
ば
し
た
漢
代
の
霍
去
病
が
詩
に
詠
み
込
ま
れ
た
︑

と
説
明
さ
れ
る
︒

﹃
唐
詩
訓
解
﹄
に
載
る
杜
甫
﹁
後
出
塞
﹂
は
︑
同
題
の
連
作
五
首
の
第
二

首
で
あ
る
︒﹃
杜
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
﹄︵
明
暦
二
年
︿
一
六
五
六
﹀
跋

刊
︶
巻
三
・
五
言
古
詩
・
辺
塞
類
で
確
認
す
る
と
︑
や
は
り
連
作
全
体
が
安

禄
山
の
乱
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
と
冒
頭
の
注
に
あ
る
︒
ま
た
特
に
杜
甫
の

制
作
態
度
に
言
及
す
る
の
は
︑
第
三
首
の
﹁
古
人
重
守
辺
︑
今
人
重
高
勲
﹂

︵
古
人
は
守
辺
を
重
ん
じ
︑
今
人
は
高
勲
を
重
ん
ず
︶
と
い
う
対
句
に
付
さ

れ
た
注
で
あ
る
︒﹁
蓋
譏
今
人
以
開
辺
為
重
者
也
﹂︵
蓋
し
今
人
辺
を
開
く
を

以
て
重
し
と
為
す
者
を
譏
る
な
り
︶
と
︑
真
摯
に
辺
境
を
守
備
し
よ
う
と
せ

ず
︑
勲
功
を
目
当
て
と
す
る
当
世
の
利
己
的
な
武
将
を
杜
甫
が
批
判
す
る
詩

と
し
て
解
釈
さ
れ
る
︒

再
び
﹃
唐
詩
訓
解
﹄
に
戻
る
︒
鳩
巣
の
宝
永
三
年
︵
一
七
〇
六
︶
の
作
と

思
わ
れ
る
辺
塞
詩
の
詩
題
﹁
従
軍
行
﹂
と
﹁
塞
下
曲
﹂
は
両
方
と
も
楽
府
題
︑

す
な
わ
ち
漢
代
の
歌
謡
の
題
を
借
り
た
詩
だ
が
︑
李
白
﹁
烏
栖
曲
﹂︵
巻
二
︶

の
詩
注
に
は
︑
李
白
と
杜
甫
が
楽
府
題
詩
を
制
作
し
た
背
景
に
つ
い
て
︑

﹁
按
李
杜
楽
府
皆
有
所
托
意
而
発
︒
非
若
今
人
無
病
而
強
呻
吟
者
︒
但
子
美

真
賦
時
事
︑
太
白
則
援
古
以
諷
今
︒
今
読
者
鮮
識
其
旨
﹂︵
按
ず
る
に
李
杜

が
楽
府
︑
皆
意
を
托
す
る
所
有
り
て
発
す
︒
今
人
病
無
く
し
て
強
ひ
て
呻
吟

す
る
者
の
若
き
に
非
ず
︒
但
だ
子
美
は
真
に
時
事
を
賦
し
︑
太
白
は
則
ち
古

を
援
い
て
以
て
今
を
諷
す
︒
今
読
者
其
の
旨
を
識
る
こ
と
鮮
し
︶
と
あ
る
︒

杜
甫
は
﹁
時
事
﹂
す
な
わ
ち
当
世
の
出
来
事
を
楽
府
題
に
託
し
て
詠
ん
だ
︑

と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
お
り
︑
そ
れ
は
﹁
今
人
﹂
が
実
感
も
な
く
詩
を
作
る

の
と
は
違
う
と
い
う
︒

以
上
を
ま
と
め
る
と
︑﹃
唐
詩
訓
解
﹄
及
び
﹃
杜
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
﹄

で
は
︑
杜
甫
の
辺
塞
詩
が
︑
古
代
︑
多
く
は
漢
代
の
辺
塞
で
の
戦
闘
に
託
し
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て
﹁
時
事
﹂
を
詠
ん
だ
︑
と
の
見
方
が
貫
か
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
杜
甫
を

﹁
詩
史
﹂
と
見
做
す
宋
代
の
詩
論
に
基
づ
く
視
点
で
あ
ろ
う
︵
�
︶
︒﹃
詩
人
玉
屑
﹄

巻
十
四
の
﹁
宋
子
京
賛
﹂
条
に
は
︑﹁
甫
又
善
陳
時
事
︑
律
切
精
深
︒
至
千

言
不
少
衰
︒
世
号
詩
史
﹂︵
甫
又
た
善
く
時
事
を
陳
べ
て
︑
律
切
に
し
て
精

深
な
り
︒
千
言
に
至
れ
ど
も
少
し
も
衰
へ
ず
︒
世
に
詩
史
と
号
す
︶
と
︑

﹁
時
事
﹂
を
詩
に
詠
み
込
む
杜
甫
を
﹁
詩
史
﹂
と
呼
び
高
く
評
価
す
る
宋
祁

の
記
述
が
載
る
︒
同
巻
の
﹁
詩
史
﹂
条
に
は
︑﹁
凡
出
処
去
就
︑
動
息
労
佚
︑

悲
歓
憂
楽
︑
忠
憤
感
激
︑
好
賢
悪
悪
︑
一
見
於
詩
︒
読
之
可
以
知
其
世
︒
学

士
大
夫
謂
之
詩
史
﹂︵
凡
そ
出
処
去
就
︑
動
息
労
佚
︑
悲
歓
憂
楽
︑
忠
憤
感

激
︑
賢
を
好よ

み

し
て
悪
を
悪
む
こ
と
︑
一
に
詩
に
見
は
る
︒
之
を
読
ん
で
以
て

其
の
世
を
知
る
べ
し
︒
学
士
大
夫
之
を
詩
史
と
謂
ふ
︶
と
あ
る
孫
僅
の
記
述

が
載
る
︒
杜
甫
の
詩
を
読
め
ば
︑
当
時
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
の

で
︑
宋
代
の
学
者
・
官
僚
は
杜
甫
を
﹁
詩
史
﹂
を
呼
ん
だ
︒
な
お
宋
祁
と
僅

孫
は
と
も
に
北
宋
の
人
で
あ
る
︒

鳩
巣
の
師
︑
順
庵
も
︑
杜
甫
を
﹁
詩
史
﹂
と
し
て
捉
え
て
い
た
︒
七
言
律

詩
﹁
読
杜
律
﹂︵﹃
錦
里
文
集
﹄︹
天
明
七
年
︿
一
七
八
七
﹀
刊
︺
巻
三
︶
の

頸
聯
に
は
﹁
陳
時
寧
与
史
編
異
︑
爬
痒
渾
如
仙
爪
侔
﹂︵
時
を
陳
べ
て
寧
ろ

史
編
と
異
な
り
︑
痒
を
爬
い
て
渾
て
仙
爪
と
侔ひ

と

し
︶
と
あ
る
︒
杜
甫
が
時
事

を
詠
む
と
︑
史
書
と
は
ま
た
異
な
り
︑
非
常
に
妙
を
得
て
お
り
︑
当
時
の
世

の
こ
と
が
と
て
も
よ
く
分
か
る
こ
と
を
い
う
︒﹁
陳
時
﹂
の
二
字
は
︑
先
の

宋
祁
の
引
用
と
考
え
ら
れ
︑﹁
爬
痒
﹂
は
︑
厳
羽
﹃
滄
浪
詩
話
﹄
に
﹁
意
貴

透
︒
不
可
隔
靴
搔
癢
﹂︵
意
は
透
る
こ
と
を
貴
ぶ
︒
靴
を
隔
て
ゝ
癢
を
搔
く

べ
か
ら
ず
︶
と
あ
る
箇
所
を
踏
ま
え
る
︒
詩
に
込
め
ら
れ
た
思
い
や
考
え
が

明
瞭
で
︑
も
ど
か
し
さ
が
無
い
こ
と
を
い
う
︒

鳩
巣
も
︑
杜
甫
の
詩
か
ら
は
︑
盛
唐
当
時
の
世
の
中
の
様
子
が
よ
く
伝

わ
っ
て
く
る
︑
と
観
察
し
て
い
る
︒
鳩
巣
の
晩
年
の
和
文
随
筆
﹃
駿
台
雑

話
﹄︵
寛
延
元
年
︿
一
七
四
八
﹀
刊
︶
巻
五
の
﹁
倭
歌
に
感
興
の
益
あ
り
﹂

に
は
﹁
翁
わ
か
き
時
よ
り
盛
唐
の
詩
を
好
て
読
て
﹂
と
あ
り
︑
盛
唐
詩
人
の

賈
至
︑
王
維
︑
岑
参
︑
杜
甫
の
詩
が
︑﹁
文
彩
の
煊
赫
た
る
の
み
に
あ
ら
ず
︑

開
元
泰
平
の
気
象
目
中
に
あ
る
が
ご
と
し
﹂
と
高
く
評
価
さ
れ
る
︒
詩
の
言

葉
が
盛
大
で
美
し
い
だ
け
で
な
く
︑
当
時
の
﹁
泰
平
﹂
の
様
子
が
あ
り
あ
り

と
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
こ
こ
で
例
示
さ
れ
る
四
首
は
︑
賈
至
の
﹁
早
朝

大
明
宮
呈
両
省
僚
友
﹂︑
王
維
と
岑
参
の
﹁
和
賈
至
舍
人
早
朝
大
明
宮
之
作
﹂

︵
以
上
三
首
は
﹃
唐
詩
訓
解
﹄
巻
五
所
収
︶︑
杜
甫
の
﹁
奉
和
賈
至
舍
人
早
朝

大
明
宮
﹂
で
あ
り
︑
ど
れ
も
き
ら
び
や
か
な
表
現
で
長
安
の
宮
殿
の
情
景
を

詠
む
七
言
律
詩
で
あ
る
︒
実
景
を
あ
り
の
ま
ま
描
写
す
る
の
で
は
な
く
︑
例

え
ば
岑
参
の
頷
聯
に
﹁
金
闕
暁
鐘
開
万
戸
︑
玉
階
仙
仗
擁
千
官
﹂︵
金
闕
の

暁
鐘
万
戸
を
開
き
︑
玉
階
の
仙
仗
千
官
を
擁
す
︶
と
あ
る
よ
う
に
︑
多
分
な

誇
張
が
伴
い
︑
幻
想
的
情
緒
の
溢
れ
る
詩
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
そ
こ
に
込
め

ら
れ
た
実
感
は
現
実
の
も
の
で
あ
り
︑
後
世
の
者
が
読
め
ば
そ
の
時
代
の
様

子
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
の
で
あ
る
︒

杜
甫
を
﹁
詩
史
﹂
と
見
做
す
な
ら
ば
︑
先
に
見
た
杜
甫
の
辺
塞
詩
﹁
後
出

塞
﹂
其
二
で
は
︑
字
句
の
上
で
は
︑
漢
代
の
辺
塞
で
霍
去
病
が
粛
々
と
軍
隊

を
率
い
る
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
が
︑
そ
こ
か
ら
は
︑
安
禄
山
の
乱
に
揺
れ

る
︑
杜
甫
に
と
っ
て
の
当
世
の
様
子
が
︑
非
常
に
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
︑
と

の
こ
と
に
な
る
︒
辺
塞
詩
と
﹁
泰
平
﹂
を
寿
ぐ
宮
殿
の
詩
は
全
く
対
照
的
だ
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が
︑
詩
人
が
生
き
る
時
代
の
空
気
を
詩
に
詠
み
込
む
点
で
は
同
じ
で
あ
る
︒

四
︑
忠
臣
像
の
造
形
︱
︱
詠
史
詩
︑
及
び
﹃
赤
穂
義
人
録
﹄
と
の
関
連

さ
て
宝
永
三
年
︵
一
七
〇
六
︶
の
作
と
思
わ
れ
る
鳩
巣
の
辺
塞
詩
﹁
従
軍

行
﹂
と
﹁
塞
下
曲
﹂
は
︑
先
も
触
れ
た
よ
う
に
︑
二
首
と
も
楽
府
題
詩
で
あ

る
︒﹁
従
軍
行
﹂
は
﹃
文
選
﹄︵
巻
二
十
八
楽
府
下
︶
所
収
の
陸
機
﹁
楽
府
十

七
首
﹂
第
二
首
の
題
で
あ
る
︒﹁
塞
下
曲
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹃
唐
詩
訓
解
﹄

︵
巻
三
︶
所
収
の
李
白
﹁
塞
下
曲
﹂
の
詩
題
注
に
︑﹁
楽
府
題
︒
征
戍
十
五
曲

之
一
﹂︵
楽
府
の
題
︒
征
戍
十
五
曲
の
一
な
り
︶
と
あ
る
︒
辺
塞
詩
の
詩
題

は
必
ず
し
も
楽
府
題
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
︑
鳩
巣
の
﹁
塞
外
客
意
﹂
も
楽
府

題
詩
で
は
な
い
︒
先
述
し
た
よ
う
に
︑﹃
唐
詩
訓
解
﹄
の
注
に
は
︑
杜
甫
は

楽
府
題
詩
に
託
し
て
﹁
時
事
﹂
を
詠
ん
だ
︑
と
の
記
述
が
見
え
る
︒
鳩
巣
が

﹁
従
軍
行
﹂
と
﹁
塞
下
曲
﹂
の
題
で
作
詩
す
る
に
当
た
り
︑﹁
時
事
﹂
の
吟
詠

を
意
識
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
︒

宝
永
三
年
︵
一
七
〇
六
︶
の
鳩
巣
か
ら
見
て
︑
最
大
の
﹁
時
事
﹂
と
言
え

ば
︑
赤
穂
事
件
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
吉
良
邸
討
ち
入
り
は
︑
お
よ
そ
四
年

前
の
元
禄
十
五
年
︵
一
七
〇
二
︶
十
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
鳩
巣
は
そ
の

翌
年
元
禄
十
六
年
︵
一
七
〇
三
︶
冬
︑
赤
穂
事
件
の
経
緯
と
赤
穂
浪
士
の
伝

記
を
漢
文
で
記
し
た
史
書
﹃
赤
穂
義
人
録
﹄
の
初
稿
を
完
成
さ
せ
た
︵

︶
︒
加

10

筆
・
修
正
を
行
い
︑
宝
永
六
年
︵
一
七
〇
九
︶
に
改
訂
版
を
脱
稿
す
る
ま
で

六
年
の
歳
月
が
流
れ
た
が
︑
鳩
巣
は
そ
の
間
も
︑
勝
又
基
氏
が
考
証
さ
れ
た

よ
う
に
︑
宝
永
四
年
︵
一
七
〇
七
︶︑
藤
井
懶
斎
に
﹃
赤
穂
義
人
録
﹄
写
本

を
進
呈
す
る
な
ど
︑﹃
赤
穂
義
人
録
﹄
か
ら
遠
く
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︵

︶
︒
11

﹁
従
軍
行
﹂
と
﹁
塞
下
曲
﹂
は
︑
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
の
で
あ

る
︒鳩

巣
は
﹃
赤
穂
義
人
録
﹄
の
中
で
︑
赤
穂
浪
士
を
主
君
に
忠
義
を
尽
く
し

た
家
臣
と
し
て
称
揚
す
る
︒﹁
従
軍
行
﹂
と
﹁
塞
下
曲
﹂
で
も
︑﹁
明
君
に
報

い
ん
﹂
や
﹁
国
に
酬
ゆ
る
日
﹂
と
い
っ
た
表
現
に
よ
っ
て
︑
詩
の
中
の
兵
士

が
忠
義
を
尽
く
す
臣
下
と
し
て
造
形
さ
れ
て
お
り
︑
こ
の
二
首
と
﹃
義
人

録
﹄
の
間
に
は
共
通
の
忠
臣
像
が
共
有
さ
れ
て
い
る
︒﹁
塞
下
曲
﹂
中
の
兵

士
は
︑
楼
蘭
の
王
の
仇
を
取
っ
た
漢
の
傅
介
子
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
が
︑
同

時
に
︑
二
首
の
辺
塞
詩
は
︑
漢
代
の
忠
臣
︑
蘇
武
を
詠
ん
だ
詠
史
詩
と
も
連

な
る
︒﹃
鳩
巣
先
生
文
集
﹄
前
編
・
巻
二
の
配
列
に
拠
れ
ば
︑
順
庵
に
入
門

し
て
間
も
な
い
寛
文
十
二
年
︵
一
六
七
二
︶
か
ら
延
宝
二
年
︵
一
六
七
四
︶

ま
で
の
間
︑
す
な
わ
ち
十
五
歳
か
ら
十
七
歳
ま
で
の
間
に
︑
鳩
巣
は
蘇
武
の

忠
節
を
詠
ん
だ
次
の
詠
史
詩
を
題
詠
し
て
い
る
︒

蘇
武
羝
雪

胡
地
蕭
条
寒
気
侵

胡
地
蕭
条
と
し
て
寒
気
侵
す

孤
臣
南
望
幾
哀
吟

孤
臣
南
望
し
て
幾
た
び
か
哀
吟
す

窖
中
餐
雪
苦
辛
切

窖
中
雪
を
餐
ら
ふ

苦
辛
切
な
り

海
上
牧
羊
帰
思
深

海
上
羊
を
牧
ふ

帰
思
深
し

壮
節
肯
辞
為
客
怨

壮
節

肯
へ
て
辞
せ
ん
や

客
と
為
る
の
怨
み

清
忠
自
抱
報
国
心

清
忠

自
ら
抱
く

国
に
報
ゆ
る
の
心

何
期
寥
落
多
年
後

何
ぞ
期
せ
ん

寥
落

多
年
の
後

鴻
雁
伝
書
飛
上
林

鴻
雁
書
を
伝
へ
て
上
林
に
飛
ぶ
を
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︵
七
言
律
詩
︑
仄
起
式
︑
下
平
声
十
二
侵
韻
︹
侵
・
吟
・
深
・
心
・
林
︺︶

﹃
漢
書
﹄
蘇
武
伝
︵﹃
唐
詩
訓
解
﹄
巻
七
︑
張
仲
素
﹁
塞
下
曲
﹂
其
二
詩
注

に
抜
粋
︶
に
拠
れ
ば
︑
蘇
武
は
匈
奴
の
地
で
単
于
に
捕
ら
え
ら
れ
︑
北
海

︵
現
バ
イ
カ
ル
湖
︶
の
ほ
と
り
で
︑
オ
ス
の
羊
が
乳
を
出
す
ま
で
解
放
し
な

い
と
脅
さ
れ
た
が
︑
雪
を
食
ら
い
な
が
ら
で
も
︑
漢
へ
の
忠
義
を
守
り
︑
お

よ
そ
二
十
年
間
降
参
せ
ず
︑
雁
に
託
し
た
手
紙
が
届
い
て
遂
に
生
還
の
機
会

を
得
た
︒
蘇
武
は
日
本
で
も
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
︑﹃
平
家
物
語
﹄
巻

二
で
は
配
流
さ
れ
た
平
康
頼
が
蘇
武
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
︒
第
六
句
に

﹁
国
に
報
ゆ
る
の
心
﹂
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
が
︑
鳩
巣
は
生
涯
を

通
じ
て
︑
詩
に
﹁
報
国
﹂︵
国
に
報
ゆ
︶
の
語
を
幾
度
と
な
く
用
い
て
い
る
︒

詩
の
種
類
は
送
別
詩
︵﹁
送
青
地
伯
強
兄
赴
武
州
﹂︑﹃
鳩
巣
先
生
文
集
﹄
前

編
巻
四
︶︑
杜
甫
の
和
韻
詩
︵﹁
秋
興
八
首
和
杜
甫
韻
﹂
其
五
︑
同
上
前
編
巻

四
︶︑
新
年
の
詩
︵﹁
癸
丑
元
日
二
首
﹂
其
一
︑
同
上
後
編
巻
三
︶︑
朝
鮮
通

信
使
と
の
応
酬
詩
︵﹁
敬
簡
呈
鏡
湖
﹂︑
同
上
後
編
巻
三
︶
な
ど
多
岐
に
亘
る

が
︑
鳩
巣
が
﹁
報
国
﹂
を
用
い
た
最
も
早
い
例
が
こ
の
蘇
武
の
詩
な
の
で
あ

る
︒順

庵
に
も
連
作
﹁
十
雪
詩
﹂
の
内
に
︑﹁
蘇
武
羝
雪
﹂
と
題
さ
れ
た
七
言

絶
句
が
あ
る
︵﹃
錦
里
文
集
﹄︹
天
明
七
年
︿
一
七
八
七
﹀
刊
︺
巻
五
︶︒
第

四
句
に
﹁
漢
臣
心
﹂︵
漢
臣
の
心
︶
と
あ
り
︑
蘇
武
が
優
良
な
臣
下
と
し
て

描
か
れ
る
︒
同
時
に
︑
順
庵
の
唯
一
の
辺
塞
詩
﹁
辺
城
秋
気
早
﹂︵
同
上
巻

七
︑
七
言
律
詩
︶
で
は
﹁
雁
﹂
と
﹁
単
于
﹂
が
詠
み
込
ま
れ
︑
頸
聯
に
﹁
一

身
忠
胆
倚
長
剣
︑
幾
歳
帰
心
折
大
刀
﹂︵
一
身
忠
胆
長
剣
に
倚
り
︑
幾
歳
帰

心
大
刀
を
折
る
︶
と
︑
故
郷
へ
の
帰
還
を
思
う
﹁
忠
﹂
臣
の
姿
が
描
か
れ
て

お
り
︑
確
実
に
蘇
武
が
強
く
意
識
さ
れ
て
作
ら
れ
た
辺
塞
詩
で
あ
る
︒
鳩
巣

の
辺
塞
詩
﹁
塞
外
客
意
﹂
に
も
﹁
雁
﹂︑﹁
書
﹂︑﹁
故
国
﹂
な
ど
の
語
が
用
い

ら
れ
蘇
武
を
想
起
さ
せ
る
︒
順
庵
と
鳩
巣
に
お
い
て
は
︑
辺
塞
詩
と
漢
代
の

忠
臣
︑
蘇
武
を
詠
ん
だ
詠
史
詩
と
が
深
く
関
連
す
る
︒

﹁
報
君
﹂
や
﹁
報
国
﹂
と
い
っ
た
忠
節
の
表
現
は
︑
鳩
巣
の
﹃
赤
穂
義
人

録
﹄︵
巻
下
︑
甘
雨
亭
叢
書
第
四
集
所
収
︶
に
も
散
見
さ
れ
る
︒
大
石
良
雄

は
嫡
男
の
良
金
に
討
ち
入
り
へ
の
参
加
を
促
し
︑﹁
汝
独
不
念
以
此
時
捐
生

而
有
以
報
先
君
於
地
下
︒
吾
勧
汝
死
﹂︵
汝
独
り
此
の
時
を
以
て
生
を
捐

て
ゝ
以
て
先
君
に
地
下
に
報
ゆ
る
こ
と
有
る
を
念
は
ず
︒
吾
汝
に
死
せ
ん
こ

と
を
勧
む
︶
と
︑
自
ら
の
命
を
捨
て
︑
亡
き
藩
主
に
﹁
報
ゆ
る
﹂
よ
う
に
諭

す
︒
ま
た
近
松
行
重
の
母
親
は
︑
老
母
の
こ
と
を
気
に
か
け
た
行
重
が
義
気

を
損
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
心
配
し
︑﹁
故
先
子
死
︑
以
壱
子
報
国
之
志
︒

子
其
勉
之
︒
毋
敢
後
衆
﹂︵
故
に
子
に
先
ん
じ
て
死
し
て
︑
以
て
子
の
国
に

報
ゆ
る
の
志
を
壱
に
す
︒
子
其
れ
之
を
勉
め
よ
︒
敢
へ
て
衆
に
後
る
ゝ
こ
と

毋
れ
︶
と
遺
言
を
書
き
残
し
て
自
殺
し
た
︒
こ
こ
で
は
母
の
遺
言
の
中
で
忠

義
が
﹁
国
に
報
ゆ
る
の
志
﹂
と
表
現
さ
れ
て
い
る
︒
行
重
は
こ
の
母
の
遺
言

を
読
み
︑
号
泣
し
て
い
る
︒

鳩
巣
は
︑
近
松
行
重
の
母
親
の
自
殺
に
つ
い
て
︑
自
注
に
﹁
直
清
謂
此
与

王
陵
母
事
相
類
﹂︵
直
清
謂
へ
ら
く
此
れ
王
陵
が
母
の
事
と
相
ひ
類
す
︶
と

記
す
︒
秦
末
漢
初
の
武
将
王
陵
は
︑
楚
漢
戦
争
の
際
︑
劉
邦
に
忠
誠
を
誓
っ

て
い
た
︒
そ
こ
で
︑
敵
対
す
る
項
羽
は
王
陵
の
母
を
人
質
に
と
り
︑
王
陵
を

従
わ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
︑
王
陵
の
母
は
自
殺
し
︑
王
陵
が
劉
邦
の
忠
臣
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の
ま
ま
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
︵﹃
漢
書
﹄
王
陵
伝
︶︒
鳩
巣
は
︑
王
陵
の

母
が
結
局
は
子
の
﹁
立
身
﹂
を
助
け
た
の
に
対
し
︑
行
重
の
母
は
子
に
﹁
捐

生
以
報
無
後
之
主
﹂︵
生
を
捐
て
て
以
て
後
無
き
の
主
に
報
ゆ
る
︶
こ
と
︑

す
な
わ
ち
命
を
捨
て
て
跡
継
ぎ
も
無
い
主
君
に
﹁
報
ゆ
る
﹂
こ
と
を
勧
め
た

点
を
指
摘
し
︑﹁
其
過
陵
母
也
遠
矣
﹂︵
其
の
陵
母
を
過
ぐ
る
や
遠
し
︶
と
︑

行
重
の
母
は
王
陵
の
母
に
遥
か
に
勝
っ
て
い
る
︑
と
の
評
価
を
下
す
︒

注
目
す
べ
き
は
︑
鳩
巣
が
赤
穂
事
件
を
漢
代
の
史
実
と
照
合
し
た
点
で
あ

る
︒
鳩
巣
の
門
人
青
地
麗
沢
は
︑
同
様
の
こ
と
を
詩
の
中
で
行
っ
た
︒
宝
永

六
年
︵
一
七
〇
九
︶︑﹃
赤
穂
義
人
録
﹄
改
訂
の
完
了
を
記
念
し
︑
鳩
巣
の
門

人
た
ち
は
赤
穂
浪
士
を
称
え
る
詩
文
を
作
っ
た
︒
そ
れ
ら
は
大
地
昌
言
編

﹃
赤
穂
義
人
録
後
語
﹄︵
宝
永
六
年
七
月
跋
︑
甘
雨
亭
叢
書
第
四
集
所
収
︶
に

収
め
ら
れ
て
お
り
︑
そ
の
内
︑
左
に
掲
出
す
る
青
地
麗
沢
の
詩
︵
宝
永
六
年

作
︶
で
は
︑
赤
穂
事
件
が
秦
末
漢
初
の
史
実
に
託
さ
れ
て
詠
ま
れ
て
い
る
︒

喜
義
人
録
成
二
首
︵
其
二
︶

一
撃
博
浪
椎

一
撃

博
浪
の
椎

猛
風
虎
嘯
悲

猛
風

虎
嘯
し
て
悲
し
む

粉
身
酬
国
日

粉
身

国
に
酬
ゆ
る
日

血
涙
復
仇
時

血
涙

仇
に
復
ゆ
る
時

忠
義
華
夷
見

忠
義

華
夷
見
て

精
誠
草
木
知

精
誠

草
木
知
る

還
欣
遷
史
在

還
た
欣
ぶ

遷
史
在
り
て

宇
宙
大
名
垂

宇
宙
に
大
名
垂
る
ゝ
を

︵
五
言
律
詩
︑
仄
起
式
︑
上
平
声
四
支
韻
︹
椎
・
悲
・
時
・
知
・
垂
︺︶

詩
本
体
は
赤
穂
事
件
に
一
切
言
及
し
な
い
た
め
︑﹁
義
人
録
成
る
を
喜
ぶ
﹂

と
い
う
詩
題
が
無
け
れ
ば
︑
祖
国
︵
韓
︶
の
仇
を
討
つ
た
め
︑
博
浪
沙
で
秦

の
始
皇
帝
を
襲
撃
し
た
秦
末
漢
初
の
軍
師
︑
張
良
の
﹁
忠
義
﹂
を
褒
め
︑
そ

れ
が
司
馬
遷
の
﹃
史
記
﹄
に
よ
っ
て
世
界
中
︑
ま
た
万
世
に
知
れ
渡
っ
た
こ

と
を
詠
ん
だ
詠
史
詩
と
し
て
読
め
て
し
ま
う
︒
し
か
し
詩
題
に
よ
っ
て
︑
博

浪
沙
事
件
が
赤
穂
事
件
︑
司
馬
遷
﹃
史
記
﹄
が
鳩
巣
﹃
赤
穂
義
人
録
﹄
を
表

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒
こ
の
よ
う
に
﹁
時
事
﹂
を
史
実
に
託
し
て
詠
む

の
は
︑﹁
詩
史
﹂
杜
甫
に
倣
っ
た
作
詩
方
法
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒

第
五
句
は
︑
張
の
﹁
忠
義
﹂
が
﹃
史
記
﹄
に
よ
っ
て
﹁
華
夷
﹂
に
知
れ

渡
っ
た
こ
と
を
言
う
が
︑
こ
れ
は
﹃
赤
穂
義
人
録
﹄
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と

で
あ
り
︑
決
し
て
現
実
か
ら
乖
離
し
て
い
な
い
︒﹃
赤
穂
義
人
録
﹄
が
海
外

の
読
者
を
想
定
し
て
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
︑
ま
た
実
際
に
同
書
が
朝
鮮

に
遣
わ
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
︑
川
平
敏
文
氏
に
よ
る
指
摘
が

備
わ
る
︵

︶
︒
鳩
巣
自
身
︑﹃
赤
穂
義
人
録
﹄
が
朝
鮮
の
人
の
手
に
渡
さ
れ
よ
う

12

と
し
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
て
︑
正
徳
三
年
︵
一
七
一
三
︶
八
月
二
十
三
日

の
書
簡
︵﹃
兼
山
秘
策
﹄︑﹃
日
本
経
済
叢
書
﹄
巻
二
︑
二
六
六
頁
︶
で
﹁
外

国
に
迄
四
十
七
人
の
事
相
達
申
候
︒
是
は
四
十
七
人
へ
は
余
程
の
奉
公
か
と

奉
存
候
﹂
と
記
し
︑
感
激
を
隠
せ
な
い
で
い
る
︒

麗
沢
の
詩
を
字
句
の
上
か
ら
検
討
す
る
と
︑
張
良
に
関
す
る
李
白
の
詠
史

詩
﹁
経
下
邳
圯
橋
懐
張
子
房
﹂︵﹃
唐
詩
訓
解
﹄
巻
一
︶
に
あ
る
﹁
虎
嘯
﹂
の

語
が
用
い
ら
れ
︑
第
三
句
の
﹁
酬
国
日
﹂
は
︑
鳩
巣
﹁
塞
下
曲
﹂
第
七
句
で
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用
い
ら
れ
た
﹁
酬
国
日
﹂
と
一
致
す
る
︒﹁
報
国
﹂
の
用
例
は
唐
宋
の
詩
に

多
い
が
︑﹁
酬
国
﹂
の
用
例
は
少
な
い
︒
鳩
巣
は
句
の
第
二
字
が
孤
平
と
な

る
の
を
避
け
る
べ
く
︑
仄
声
の
﹁
報
﹂
の
代
わ
り
に
平
声
の
﹁
酬
﹂
の
字
を

用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
麗
沢
の
詩
で
も
状
況
は
同
じ
で
あ
り
︑
偶
然
に
も

鳩
巣
と
同
じ
表
現
が
生
ま
れ
た
可
能
性
は
否
め
な
い
︒
し
か
し
︑
自
身
の
師

へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
︑
鳩
巣
の
辺
塞
詩
か
ら
こ
の
三
字
を
借
用
し
た
可

能
性
も
あ
る
︒
い
ず
れ
に
せ
よ
︑
麗
沢
の
詩
と
鳩
巣
の
宝
永
三
年
作
の
辺
塞

詩
二
首
が
よ
く
共
鳴
し
合
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
︒

管
見
の
限
り
︑
鳩
巣
が
赤
穂
事
件
を
意
識
し
て
作
詩
を
し
た
︑
と
の
証
言

は
︑
本
人
か
ら
も
周
囲
か
ら
も
得
ら
れ
な
い
︒
そ
も
そ
も
︑
な
ぜ
鳩
巣
は
赤

穂
事
件
を
直
接
詠
ん
だ
詩
を
作
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
ま
ず
赤
穂
事
件

を
詩
に
詠
む
と
す
れ
ば
︑
詠
史
詩
が
想
起
さ
れ
る
が
︑
杉
下
元
明
氏
が
指
摘

さ
れ
た
よ
う
に
︑
木
門
・
徂
徠
門
で
は
詠
史
詩
が
多
く
は
作
ら
れ
ず
︑
歴
史

は
文
で
論
じ
ら
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
︵

︶
︒
し
か
し
︑
そ
も
そ
も
鳩
巣
の
世
代

13

に
と
っ
て
︑
赤
穂
事
件
と
は
︑﹁
歴
史
﹂
で
は
な
く
﹁
時
事
﹂
で
あ
っ
た
︒

な
お
﹃
赤
穂
義
人
録
﹄
は
︑
赤
穂
事
件
に
﹁
歴
史
﹂
と
し
て
接
す
る
こ
と
と

な
る
後
世
の
読
者
を
想
定
し
て
書
か
れ
て
い
る
︒
赤
穂
事
件
を
題
材
に
詠
史

詩
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
︑
管
見
で
は
西
山
拙
斎
以
降
で
あ
る
︒
鳩

巣
は
尺
牘
で
赤
穂
事
件
に
言
及
し
︑
祭
文
﹁
弔
大
石
良
雄
文
﹂︵﹃
鳩
巣
先
生

文
集
﹄
後
編
巻
十
七
︶
も
作
っ
た
︒
し
か
し
盛
唐
詩
を
作
詩
の
規
範
と
し
た

鳩
巣
に
と
っ
て
︑﹁
時
事
﹂
を
詩
に
詠
み
込
む
方
法
は
︑﹁
詩
史
﹂
と
呼
ば
れ

た
杜
甫
に
倣
う
他
︑
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒
こ
れ
を
考
慮
す
れ

ば
︑
鳩
巣
が
赤
穂
事
件
と
い
う
時
事
を
辺
塞
詩
に
託
し
た
可
能
性
は
留
保
さ

れ
よ
う
︒

宝
永
三
年
の
鳩
巣
の
辺
塞
詩
に
当
世
批
判
の
要
素
が
あ
る
と
す
れ
ば
︑
杜

甫
﹁
後
出
塞
﹂
第
三
首
と
同
じ
く
︑
批
判
の
矛
先
は
主
君
で
は
な
く
︑
そ
の

臣
下
た
ち
に
向
い
て
い
る
︒
鳩
巣
は
稲
生
若
水
宛
て
の
尺
牘
﹁
与
稲
宣
義

書
﹂︵
宝
永
四
年
撰
︑﹃
鳩
巣
先
生
文
集
﹄
前
編
巻
十
一
︶
で
﹁
嗚
呼
士
風
不

振
久
矣
﹂︵
嗚
呼
︑
士
風
振
は
ざ
る
こ
と
久
し
︶
と
︑
公
儀
︵
将
軍
ま
た
は

藩
主
︶
に
仕
え
る
身
で
あ
る
武
士
の
頽
廃
を
嘆
き
︑﹃
赤
穂
義
人
録
﹄
が
彼

ら
の
風
教
に
役
立
つ
だ
ろ
う
と
記
し
た
︒
鳩
巣
の
詩
の
主
意
は
︑
忠
臣
の
活

躍
と
い
う
現
実
の
肯
定
で
あ
り
︑
体
制
批
判
で
は
な
い
︒
近
世
後
期
か
ら
幕

末
ま
で
の
菅
茶
山
の
政
治
批
判
詩
や
藤
森
弘
庵
の
時
局
を
詠
ん
だ
詩
な
ど
と

は
︑
性
質
が
異
な
る
︵

︶
︒
14

と
こ
ろ
で
祇
園
南
海
は
︑
杜
甫
を
﹁
詩
史
﹂
と
し
て
称
賛
す
る
こ
と
︑
ま

た
本
来
は
史
書
の
領
域
に
属
す
る
﹁
史
論
﹂︑﹁
人
物
﹂
の
﹁
褒
貶
﹂︑﹁
時

事
﹂
を
詩
に
持
ち
込
む
こ
と
を
強
く
批
判
し
た
︒

宋
人
詩
ヲ
以
テ
道
学
ヲ
論
ジ
︑
史
論
人
物
ヲ
論
ズ
︒
甚
シ
ク
シ
テ
ハ
︑

杜
子
美
ガ
詩
ニ
︑
一
字
ノ
褒
貶
ヲ
寓
ス
︒
コ
レ
ヲ
詩
史
ト
云
フ
ベ
シ
ト

賞
嘆
シ
︑
時
事
ヲ
論
ズ
ル
処
︑
忠
義
君
ヲ
忘
レ
ズ
ト
称
美
ス
ル
類
︑
以

ノ
外
ナ
ル
僻
事
ト
云
フ
ベ
シ
︒
一
字
ノ
褒
貶
ヲ
寓
シ
テ
︑
世
ノ
教
戒
ト

ス
ル
コ
ト
ハ
︑
春
秋
ノ
教
ニ
テ
︑
後
世
史
官
ノ
守
ル
所
︑
曽
テ
詩
ヲ
借

ル
コ
ト
無
ク
︑
詩
モ
亦
性
情
ヲ
吟
詠
ス
ベ
キ
器
ヲ
以
テ
︑
史
法
ヲ
借
ベ

キ
義
無
シ
︒︵
祇
園
南
海
﹃
詩
学
逢
原
﹄︹
宝
暦
十
三
年
︿
一
七
六
三
﹀

刊
︺
巻
上
﹁
詩
語
常
語
取
義
﹂︶
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南
海
の
見
解
は
︑
順
庵
︑
鳩
巣
︑
麗
沢
と
正
反
対
で
あ
る
︒
順
庵
と
鳩
巣

の
辺
塞
詩
は
︑
南
海
か
ら
見
れ
ば
﹁
道
学
﹂
臭
の
す
る
﹁
忠
義
君
ヲ
忘
レ
ズ

ト
称
美
ス
ル
類
﹂
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
︒
白
石
の
立
場
が
奈
辺
に
あ
っ
た

か
に
つ
い
て
は
す
ぐ
に
論
じ
る
用
意
が
な
い
が
︑
少
な
く
と
も
木
門
内
部
で
︑

宋
代
︑
特
に
北
宋
の
詩
論
を
介
し
て
盛
唐
詩
を
理
解
す
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て

意
見
が
割
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
︒
詩
は
純
粋
に
﹁
性
情
﹂
を
詠
む

も
の
と
す
る
南
海
の
立
場
は
︑
高
山
大
毅
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
︑﹁
題

詠
を
通
じ
て
様
々
な
立
場
の
感
情
の
あ
り
方
を
理
解
し
︑
そ
し
て
再
現
す

る
﹂
徂
徠
門
の
作
詩
法
に
近
い
と
言
え
よ
う
︵

︶
︒
徂
徠
門
の
服
部
南
郭
に
仮
託

15

さ
れ
た
﹃
唐
詩
選
国
字
解
﹄︵
安
永
九
年
︿
一
七
八
〇
﹀
刊
︶
も
︑
杜
甫

﹁
後
出
塞
﹂︵
巻
一
︶
に
つ
い
て
︑﹁
是
ヲ
安
禄
山
ガ
コ
ト
ニ
ア
テ
ヽ
云
ハ
ア

ヤ
マ
リ
ジ
ヤ
﹂
と
︑
杜
甫
の
辺
塞
詩
を
時
事
と
関
連
付
け
る
の
は
誤
り
だ
と

し
て
︑﹃
唐
詩
訓
解
﹄
の
説
を
却
下
し
て
い
る
︒
後
発
の
南
海
や
徂
徠
門
下

は
︑﹁
詩
史
﹂
を
貴
ぶ
順
庵
や
鳩
巣
た
ち
に
よ
る
盛
唐
詩
受
容
︵
あ
る
い
は
︑

﹃
唐
詩
訓
解
﹄
に
見
え
る
詩
の
解
釈
︶
を
乗
り
越
え
ん
と
し
て
︑
辺
塞
詩
を

意
識
的
に
歴
史
・
時
事
か
ら
切
り
離
す
方
向
へ
と
向
か
っ
て
行
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
︒

お
わ
り
に

木
門
に
お
け
る
辺
塞
詩
は
︑﹃
唐
詩
訓
解
﹄
所
収
の
詩
を
中
心
と
し
た
唐

詩
︑
殊
に
盛
唐
詩
の
暗
記
と
︑
模
倣
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
題
詠
詩
で
あ
っ
た
︒

多
く
漢
代
の
辺
境
の
地
で
の
戦
闘
の
情
景
を
詠
む
そ
れ
ら
の
詩
は
︑
一
見
︑

太
平
の
世
を
謳
歌
し
て
い
た
近
世
中
期
日
本
の
現
実
と
没
交
渉
で
あ
る
か
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
し
か
し
︑
木
下
順
庵
と
室
鳩
巣
の
辺
塞
詩
は
︑
詠
史
詩
︑

特
に
漢
代
の
忠
臣
と
し
て
名
高
い
蘇
武
を
詠
ん
だ
詠
史
詩
と
関
連
し
て
い
た
︒

更
に
俯
瞰
す
れ
ば
︑
順
庵
の
辺
塞
詩
受
容
は
︑
和
漢
の
歴
代
の
武
将
を
称
揚

す
る
詠
史
詩
の
延
長
線
上
に
あ
り
︑
鳩
巣
の
辺
塞
詩
も
そ
の
流
れ
を
汲
む
も

の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
︒

同
時
に
︑
順
庵
と
鳩
巣
は
︑﹁
時
事
﹂
を
詩
に
詠
み
︑
鮮
明
に
時
代
の
様

子
を
後
世
に
伝
え
た
﹁
詩
史
﹂
と
し
て
杜
甫
を
捉
え
て
い
た
︒
そ
の
視
点
は

北
宋
の
詩
論
に
拠
る
が
︑﹃
唐
詩
訓
解
﹄
や
﹃
杜
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
﹄

で
︑
杜
甫
の
辺
塞
詩
﹁
後
出
塞
﹂
が
︑
時
事
の
安
禄
山
の
乱
を
漢
代
の
辺
塞

に
託
し
て
詠
ん
だ
詩
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
と
も
通
ず
る
︒
鳩
巣
の
門
人

青
地
麗
沢
に
は
赤
穂
事
件
を
漢
代
の
史
実
に
託
し
て
詠
ん
だ
詩
が
あ
り
︑
鳩

巣
は
﹃
赤
穂
義
人
録
﹄
で
︑
赤
穂
事
件
を
秦
末
漢
初
の
史
実
と
比
し
た
︒
以

上
を
考
慮
す
る
と
︑
鳩
巣
の
宝
永
三
年
︵
一
七
〇
六
︶
作
の
辺
塞
詩
二
首
が
︑

漢
代
の
辺
塞
で
戦
う
忠
臣
像
に
︑
鳩
巣
に
と
っ
て
の
﹁
時
事
﹂
で
あ
る
赤
穂

事
件
を
託
し
て
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
︒

そ
の
後
︑
木
門
の
祇
園
南
海
︑
及
び
徂
徠
門
に
よ
っ
て
︑
盛
唐
詩
を
歴
史

や
時
事
か
ら
意
識
的
に
切
り
離
そ
う
と
す
る
流
れ
が
生
じ
た
︒
日
野
氏
の
指

摘
さ
れ
た
﹁
現
実
の
遮
断
﹂
は
︑
当
初
︑
木
門
の
一
部
で
︑
盛
唐
詩
が
現
実

や
史
実
と
呼
応
す
る
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
へ
の
反
発
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
︒
し
か
し
︑
木
門
・
徂
徠
派
の
一
人
一
人
が
︑
盛
唐
詩
と
歴

史
・
時
事
の
関
係
性
に
つ
い
て
︑
い
か
な
る
考
え
を
持
ち
︑
詩
作
を
行
っ
た

か
に
つ
い
て
は
︑
今
後
︑
個
別
の
精
査
が
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
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